
脳のなりたちから
最新の研究までを網羅
私たちの行動や思考、生命活動を司る器官でありな

がら、いまだ多くの謎に包まれている“脳”。本
書では、脳の基本的な構造や領域別のはたらきから、人
工知能といった最新の研究に至るまで、幅広いトピック
を網羅。明快なイラストと共にわかりやすく解説した、

これまでにないビジュアル図鑑です。
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1 �基本から最新研究まで、幅広く学べる　　脳の構造
や機能といった基礎知識から、脳に関する最新のテクノロジーま
で、あらゆる領域を網羅。一冊で脳研究の現在を概観できます。

2 �さまざまな疾患や症状を解説　　頭痛や脳卒中といった
脳疾患から、うつ病や摂食障害といった精神疾患まで、脳に関係す
る疾患とその症状や原因についても解説します。

3 �カラフルなイラストで視覚的に学べる　　わかりや
すくデフォルメされたイラストが豊富に使われているので、複雑な
内容も直観的に理解しやすくなっています。

4 �情報がコンパクトで読みやすい　 それぞれのテーマは
見開き（２ページ）単位で簡潔にまとまっているので、興味関心
に合わせてどこからでも、短い時間で読むことができます。
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脳は痛みを
感じる？

体中から送られてくる痛みの
信号は脳で処理されて意識
にのぼるが、脳組織には痛覚
受容器がないため、
それ自体では痛みを
感じない。

情動
多くの理論では、情動は判断の
難しい状況や危険に直面した際に
生存の可能性が高まるよう、あら
かじめ定められた行動様式だとさ
れている。また、人間の意識に
まで漏れ出した動物の本能で
あるとする説もある。

 脳には
どんなはたらきがある？

体と脳の関係は、古くから科学者や哲学
者の議論の的となっている。古代エジプト

では、脳は単に熱を放散するだけの器官とさ
れ、心臓こそが感情と思考の中枢だと考えら
れていた。現在でも、きわめて強い気持ちを
表すのに「“心” からの」という言葉が使わ

れるが、神経科学の示すところによれ
ば、体のあらゆる活動を生み出し

ているのは脳である。

脳のはたらき
脳は全身のコントロールを担う中枢である。生存
に必要な基本機能の調整、運動の制御、感覚情報
の処理だけでなく、生涯にわたる記憶の符号化（情
報を取り入れて覚えること）や、意識、想像力、自己
認識を生み出すはたらきをも司っている。

コミュニケーション
言語中枢を備えていることは、
人間の脳の特質の1つである。こ
の領域は言葉の組み立てや、発話
における筋肉の制御を担う。また
脳には、他者の言っていることを
理解するための予測システム

がある。

感覚による経験
体中から届く感覚情報は脳で処理
されて、周囲の状況についての非
常に詳細な見取り図となる。その
際、脳は重要でないと見なした膨
大な感覚情報を濾過している。

思考
思考や想像は脳内で起こる。
思考という認知的活動により、
私たちは身の回りの物事の意味を
判断できる。一方、想像は起こり
うることや取りうる選択肢につ
いて、感覚情報に頼ることな
く、心の中で検討するのに

役立つ。

運動
筋肉の収縮には、脳や体中で神
経信号を運んでいるものと同種の
電気的インパルスがはたらいてい
る。筋肉のあらゆる運動を引き起
こすのは神経信号だが、脳が意
識的にコントロールできるの
は、そのうちの限られた
部分だけである。

記憶
脳は世間一般に関するさまざま
な知識や、人生の中での個人的経
験を記憶する。記憶の役割は、過
去に覚えた有用な情報を、将来
の生存に役立てることである。

生命活動の
コントロール

呼吸、血液循環、消化、排泄など、
体の基本的生命活動を司る系（シ
ステム）は、根本的には脳でコン
トロールされている。脳は体のお
かれた状況に合わせて、そうし
たはたらきの調節を図る。

脳の表層のしわをすべて伸ばして広げると、
その面積は約2,300㎠になる。

重さ
成人の平均的な脳の重さ
は1.2～1.4kgで、これは
全体重の約2％にあたる。

水分
脳の73％は水分である。
一方、体全体に占める水
分の割合は約60％。平均
的な脳に含まれる水分量
は約1リットルである。

灰白質
灰白質は、脳組織の約
40％を占める。これは、
ぎっしりと詰まった神経
細胞の細胞体である。

脂質
脳の乾燥重量の60％は脂
質であり、その脂質の大
部分は、ニューロン同士
をつなぐ神経線維を覆う
髄鞘（被膜）である。

体積
人間の脳の平均的な体積
は1,130～1,260㎤である。
ただし、脳の体積は加齢
とともに減少していく。

白質
脳組織の約60％は白質
である。白質は、神経細
胞から針金のように長く
伸び、脂質の被膜で覆わ
れた神経線維からなる。

左右の脳半球のはたらきは、どちらか片方が支配
的であり、それが人格に大きな影響を与える、と
いう主張を耳にすることは多い。たとえば、論理
的な人は脳の左半球を使うのに対して、芸術家肌
の（あまり論理的でない）人は右脳に頼っているの
だ、などと言われる。しかし、こうした説明は脳
のはたらきを単純化しすぎている。たしかに、左
右の脳半球のはたらきは同じでない（たとえば、言
語中枢はふつう左側にある）が、知的課題の多くは
通常、脳の両側にある複数の領域を同時に利用し
て行われるのである。

左脳と右脳

右半球

左半球

脳のなりたち
人間の脳は、ごくおおざっぱに捉える
と、ピンクがかった灰色の、安定した
形を持つ物体に見える。主に脂質から
なり（約60％）、密度は水よりも少し
だけ高い。一方、脳の形状やはたらき
を研究する神経科学者の目には、300
以上の密接に関わり合う領域からなる
器官として映る。ミクロな視点で見る
と、脳は約1,600億の細胞からなり、
その半分ほどがニューロン（神経細
胞）、残りの半分は何らかの種類のグ
リア細胞（支持細胞）である(pp.20 
‒21)。
※ ニューロンやグリア細胞の総数についてはさ

まざまな説がある。
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パーソナリティ（人格）とは、自分のあり方を決定づけるものである。それは、私
たちが人生の中で何を選び、物事にどう反応するかを左右する一連の行動特性で
あり、その評価・分類方法として、さまざまなシステムが開発されてきている。

パーソナリティを形づくる要素
DNAがパーソナリティに与える影響は受精の瞬間から始まる。それ
は特定の神経伝達物質が他の物質よりも多く産生されたり、あるホル
モンに対する感受性が他の人よりも低かったり、といったかたちで現
れる。こうしたことが私たちの根底の気質に作用し、ひいては最終的
なパーソナリティにもある程度の影響を与える。ただし、私たちのあ
り方は遺伝的特徴だけでなく、経験や環境によっても形づくられる。

パーソナリティの評価尺度
パーソナリティの評価方法として最も普及しているビッ
グファイブ（5因子）テストは、開放性、誠実性、外向
性、調和性、神経症傾向からなる5つのパーソナリティ
特性を測定する。各特性（性格傾向）の強さを点数化
し、その特性が最も表れやすい人をその尺度の一端
に、表れにくい人を反対側の端に位置づける。

自分になっていく過程
成長に伴い、脳は定められたパター
ンに沿って成熟しつつ、経験によっ
ても変化する。よく使われる神経路
は強化され、神経伝達物質やホルモ
ンに対する感受性が強まったり弱
まったりする。こうして私たちの
パーソナリティは変化していく。

開放性とは、新しい考
えや行動、感情を重ん
じる傾向

誠実性とは、規則を
守る、勤勉に働く、と
いった特性

外向性は、社交的で、
自分の考えや感情をは
っきりと表現する傾向

調和性は、協力的、信
頼できる、親切、とい
った特性

神経症傾向は、情緒の
安定性や、ネガティブな
情動を抱きやすい傾向
に関する特性

実務的、融通が利かない、
決まったやり方を好む、慣習
に従う、目的意識が強い

衝動的、計画性がない、秩
序だったことを嫌う、融通が
利く、思うままに行動する

物静か、内気、控えめ、1人
でいることを好む

批判的、うたぐり深い、人に
協力したがらない、侮蔑的、
人を思いどおりに操る

心が穏やか、不安がない、
情緒が安定している、リラッ
クスしている

好奇心旺盛、創造的、冒険
的、気まぐれで何をするか
分からない

信頼できる、勤勉、計画的、
頑固

社交的、考えをはっきりと伝
えられる、気さく、話し好き、
人間関係の主導権をとる

協力的、共感的、人を信じ
る、思いやりがある、礼儀正
しい、親しみやすい、従順

不安、取り乱しやすい、不
幸せ、ストレスを感じやす
い、気分が安定しない

開放性

点数が低い人の特徴
赤ん坊

子ども

大人

誠実性

外向性

調和性

神経症傾向

研究者たちは、さまざまなパーソナリティのタイプと脳
構造の関係を特定しようとしているが、今のところ明快
な結論は得られていない。脳損傷（とりわけ前頭部へのダ
メージ）がパーソナリティに影響しうることは知られてお
り、ある種のパーソナリティ特性が脳の構造や活動の特
徴と関係することは研究によって示され
ている。しかし、ヒトの脳にも私たちの
行動にも多くの複雑な要素があり、その
関係が解明されるには至っていない。

脳とパーソナリティの結びつき

一卵性双生児は
2人とも同じ
パーソナリティ？

同じDNAを持つ一卵性双生児の
パーソナリティは、そうでない
双子と比べて、互いに似ている。
それでも、経験の内容に違いが
あるため、まったく同じには

ならない。

腕を組むのは自己防衛や
不安定さの表れ
かもしれない

服装や髪型も
パーソナリティを

表現する

閉じたボディーランゲージは
内気なパーソナリティの

表れかもしれない

乳児期からの気質
遺伝的特徴がパーソナリティ形成に影

響するため、生まれたばかりの赤ん坊でも、
振る舞いに個性が見られる。たとえば、大き
な騒音などに対して、とても敏感な子どもも
いれば、ほとんど気づかない子どももいる。

大人のパーソナリティ
パーソナリティの変化

には、学校や友だちなどの環
境要因だけでなく、20代の
前半まで続く脳の成熟も関
わっている。その後も、成人
期を通してパーソナリティ
は少しずつ変わっていく。

パーソナリティ
の発達

子ども時代を通して、
脳は急速に変化し、体
験がパーソナリティに
影響を与える。家庭生
活をはじめ、友だちや、
保育所・学校での交流
が大きな意味を持つ。
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